
佐久市立望月小学校  
R3 新型コロナウイルス感染防止への対応     R3.4.2 

基本事項 ・マスク(ガーゼ等手作りのもの可)着用。使用済みマスクは持ち帰る。 

・休み時間ごとや活動の終了時にはうがいと石けんでの手洗いを徹底す

る。 

・アルコールでの手指消毒を、登校時、給食前、清掃後に行う。 

・ハンカチ、ティッシュの携行を指導し、貸し借りは禁止とする。 

・授業終了時ごとに全面的に換気をする。 

・ユニット入口や学年室の窓、3 年以上は多目的室の窓のうち 2 カ所を、

常時５cm 程度開け、常時換気をする。 

・加湿器やぬれタオルを設置し、適度な湿度が保たれるようにする。 

・１日１回、校舎内の消毒をする。児童の手がよく触れるドアノブ、スイッチ、

水道の栓、階段の手すり、児童が共用するものなど。（SSS が対応） 

・屋内では常にマスクを着用する。 

・「マスクなしで１m 以内１５分以上」の関わりなど、濃厚接触となるような

場面を避ける。 (「密閉・密集・密接」を避ける)  

・全校集会は行わず放送でできることは放送で行う。学年集会等もなる

べく行わないことが望ましい。行う場合は狭い場所でなく、換気をして

体育館や校庭を利用する。 

・感染者や体調が悪い人に対する言動などについて、感染者の立場に立

って考えさせるなど、人権に配慮し適切な指導を行うとともに、差別的

な事象がおきないように正しい知識、適切なふるまいを指導する。 

・県や市など関係機関からの情報、判断を受けて慎重に対応し感染予防

に努める 

健康観察 ・毎朝家庭で検温と健康観察をしてもらい、オクレンジャーで返信しても

らう。発熱や症状があれば学校に連絡、家での休養をお願いする。 

・オクレンジャーでの返信がない場合は、担任が検温と健康観察を行い、

記録する。（職員室養護教諭机上） 

・症状があれば基本的に家庭連絡し早退。保健室内の隔離されたスペー

スで迎えを待つ。はっきりしない場合もひとまず保健室で様子を見てか

ら教室復帰か早退か判断する。 

・早退の場合、接触を避けるため保健室から直接、室外へ出る。 

授業 ・机の間隔をできるだけ離す。机を互い違い 

にするなど工夫を行う。 

・常時机を向き合わせての活動は避ける。 

・学習として必要なグループ活動は感染が

ないように行う。 

・向き合う形でグループ学習を行う場合は、

原則として「マスクをし、１５分以内」で行

う。 

・文房具などの物品の共用はしない。どう 

しても必要な時は、使用後に手洗い消毒。 

・身体接触の多い活動は避ける。 



・1 時間の授業が終わる度に窓を全開にして換気をする。 

○体育 

・体育館での学習はマスクをしていても可能な内容を工夫し、必ずマスク

を着用して行う。 

・児童が密集したり、近距離で組み合ったり、接触する場面が多い運動は

行わない。 

・終了後のうがい、手洗いの徹底。ボールなど共用のものを使った活動の

後は必ず手洗いと手指消毒を行う。 

○音楽 

・必ずマスクをして学習を行う。また、狭い空間や密閉状態での歌唱指導 

 や、身体接触を伴う活動は避ける。 

・吹く楽器の演奏は、短時間で距離をとって行う。常に窓を少し開け換気

をする。授業の前後では窓を全開にして換気をする。 

○家庭科・生活科・総合的な学習の時間、生活単元学習などの調理活動 

・必ずマスクを着用し、手指の消毒を行った上で、換気に留意して行う。 

・調理した物の会食は極力避け、会食を行う場合は向かい合わせになら 

 ないなどの配慮をする。 

○理科 

・必ずマスクを着用し、授業の前後では手指の消毒を行う。 

・常に窓を少し開け換気をする。授業の前後では窓を全開にして換気を

する。 

休み時間 

 

 

○体育館や校庭での遊び 

・ボール遊びや鬼ごっこをやってもよい。 

・遊び終わったら必ず手洗いうがいをする。 

・体育館では必ずマスクを着用する。 

・体育館使用開始時にドアや窓を開けて換気をし、終了後に閉める。 

・運動中もできるかぎりマスクをさせるが、息苦しい場合は外させ、児童

間の距離を２ｍ以上取らせる。 

・遊び終わったら、必ず手洗いうがいをさせる。 

図書館 ・入室、退室の際は手洗い、手指消毒をする。 

・中庭側と廊下側の窓を常時５cm 程度開けておく。 

・本は、装丁部分の消毒を行う。 

給食 ・配膳の時は手洗い、アルコール消毒の指導を徹底する 

・配膳時は全員が給食着とマスクを必ず着用する。 

・机をつけない。向き合って食べない。 

・歯みがきは、食べ終わった児童から順次、決められた水道で歯みがきを

行う。 

・密集をさけるため決められた水道を使い、できれば時間をずらして行か

せるのが望ましい。 

清掃 ・トイレ掃除の共用手袋は使用せず、使い捨て手袋を使う。 

・清掃後はうがい、石けんでの手洗い、手指のアルコール消毒を行う。 

その他 ・規則正しい生活を心がけ、体力、免疫力を低下させない。 



 


